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はしがき 
 

 本報告書は、当研究所の平成 25年度外務省外交・安全保障調査研究事業（総合事業）

「『インド太平洋時代』の日本外交：Secondary Powers／Swing Statesへの対応」の成果とし

て取りまとめたものです。 

 近年、「インド太平洋（Indo-Pacific）」という新しい地域概念が注目されています。その背

景には、インド洋と太平洋が経済面や安全保障面などでつながっているという認識があり

ます。「インド太平洋」は、海洋安全保障、経済・貿易、諸地域間との相互作用、大国間政

治における対抗や競合の高まりなどの観点から、ひとつのまとまりある地域として戦略的

な重要性を増しています。今後、どのように「インド太平洋」地域の秩序が形成され、規

範やルールが設定されていくかは、日本の平和と繁栄に深くかかわる新しい外交課題と言

えます。そこで当研究所では、研究会を組織し、外部専門家に加わっていただく形で上記

の課題についての研究を実施して参りました。 

 本事業では、インド太平洋地域の将来に決定的に重要である米中関係に加え、地域秩序

の方向性に影響力を有する Swing States としてインド、インドネシア、ASEAN、オースト

ラリアなどの重要な国家群・地域組織に着目し、それぞれのインド太平洋地域に対する認

識や対外政策の動向、多様で重層的な地域制度ネットワークの役割と意義、日本外交への

含意などについて考察しています。そして、これら諸国や地域組織との関係を強化して協

力しながら、日本にとって望ましい「インド太平洋」地域秩序の構築に寄与するための政

策を提言することを目的としています。 

本研究会事業については、平成 26年度末に最終的な成果が提出される予定ですが、本報

告書には平成 25年度の 1年間にわたって研究会メンバーが議論を積み重ねた成果が反映さ

れており、上記の問題意識に基づき委員諸氏がそれぞれの専門領域で分析を行っておりま

す。 

 本報告書に表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表する

ものではありませんが、このような研究成果は、わが国の外交・安全保障に関する政策研

究の向上に資するものとなることを確信しています。 

 最後に、本研究に真摯に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。 
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